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【世界保健機関（WHO)】
・主な流行性疾患への備え
と対応のために、全ての加
盟国に国家準備計画と標
準的作業手段を設置する。
（平成24、25年度）
・主な流行性疾患の拡大を
防ぎ、備えるための国家戦
略が確立されている国の
割合を５０％とする。（平成
26年度から27年度まで）

達成度 ％

当初見込み

数

成果目標及び成
果実績

（アウトカム）

成果指標 単位 24年度

成果目標及び成
果実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位

国数、%

26年度
目標最終年度

-

補正予算

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

新型インフルエンザ、HIV等の感染症対策事業、国連ミレニアム開発目標（MDGs)の達成に向けてより一層の取組が必要な母子保健事業、保健従事者の
育成も含めた保健システム強化事業、食品安全・医療安全事業などに対する拠出を行い、国際保健分野における取組の強化に努めている。

目標最終年度

- -

852

-

24年度 25年度

158

数

成果実績

目標値

14

単位

98％

24年度 25年度 26年度

26年度

25年度

-96％

181

27年度活動見込

90.6％ -

【世界保健機関（WHO)】
・主な流行性疾患への備え
と対応のために、国家準備
計画と標準的作業手段が
設置された国の数（平成
24、25年度）
・主な流行性疾患の拡大を
防ぎ、備えるための国家戦
略が確立されている国の
割合（平成26年度から27年
度まで）

11

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度以

内）

世界保健機関（WHO)及び国際合同エイズ計画（UNAIDS。WHO等の国連11機関が参加する調整プログラム）を通じ、感染症対策やエイズ対策などの国
際保健分野における諸課題への取組を強化することを目的に、世界保健機関(WHO)及び国連合同エイズ計画に対する拠出を行うことにより、国際協力
事業を推進する。

前年度から繰越し - -

事業番号

世界保健機関等拠出金事業 担当部局庁 大臣官房国際課 作成責任者

事業開始年度

その他

担当課室 国際課 井内　雅明

事業名

会計区分 一般会計 政策・施策名
施策目標Ⅹ－１－１　国際機関の活動への参画・協力や海
外広報を通じて、国際社会に貢献すること

主要経費

27年度

243

-

- - - -

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

世界保健機関憲章第57条(WHO)
国際連合経済社会理事会決議1994/24第12条

関係する計画、
通知等

-

実施方法

-

予算額・
執行額

（単位:百万円）

24年度 25年度 26年度

-

-

1,116

予備費等

28年度要求

予算
の状
況

当初予算 886

経済協力

【世界保健機関（WHO)】
WHOのプロジェクト数
※WHOプロジェクト全体のうち、日本からの拠出金にか
かる部分

活動指標及び活
動実績

（アウトプット）

11 14 11

12 -

活動指標及び活
動実績

（アウトプット）

活動指標 単位 24年度 25年度 26年度

終了予定なし

活動実績

活動指標

国数、%

定量的な成果目標

翌年度へ繰越し -

計

1,002 1,106 1,106

達成度 ％ 105.4％

807

男女共同参画主要政策・施策

平成２７年度行政事業レビューシート 厚生労働省

執行額

1,116 1,129 807 852 0

1,129 807

執行率（％） 100% 100% 100%

【国際合同エイズ計画
（UNAIDS）】
日本で新たにHIVに罹患し
た人数が前年度よりも低下
させる

【国際合同エイズ計画
（UNAIDS）】
日本で新たにHIVに罹患し
た人数の動向

成果実績 人 1,002 1,106

目標値 人以下 1,056

昭和４８年度
事業終了

（予定）年度

27年度活動見込

【国際合同エイズ計画（UNAIDS）】
エイズ感染防止のための国連合同チームが技術援助
を提供した国の数

活動実績 国数 32 38 集計中

当初見込み 国数 33 28 38 38

単位当たり
コスト

算出根拠 単位 24年度 25年度 26年度 27年度見込

【世界保健機関（WHO)】
単位当たりコスト(単純平均による1プロジェクトあたり

の日本からのWHO拠出金)=X/Y
X：日本からのWHO拠出金額

Ｙ：WHOのプロジェクト数　※WHOプロジェクト全体のう
ち、日本からの拠出金にかかる部分

単位当たり
コスト 米ドル 967,465.7 684,418.9 644,656.9

計算式 X/Y
10,642,123米ドル/11
プロジェクト

9,581,865米ドル/14
プロジェクト

7,091,226米ドル/11
プロジェクト -

　 0846

年度27

27 年度

1,116

集計中

165 185 50 50

集計中



251,487,328米ドル
/70億5210万人

米ドル単位当たり
コスト

算出根拠 25年度

計算式

0

-

27年度見込

0【国際合同エイズ計画（UNAIDS）】
単位当たりコスト(単純平均による世界の人口一人あ

たりのUNAIDS拠出金)=X/Y
X：UNAIDS拠出金総額
Ｙ：世界の人口総数

26年度

X / Y

27年度当初予算 28年度要求 主な増減理由

拠出金 852

単位当たり
コスト 0

単位

計 852 0

平
成
2
7
・
2
8
年
度
予
算
内
訳

（
単
位
：
百
万
円

）

283,468,537米ドル/
７０億８０００万人

273,265,745米ドル
/71億6200万人

24年度

費　目



関
連
事
業

評価に関する説明

世界エイズ・結核・マラリア対策基金（任
意拠出金）

‐

事
業
の
有
効
性

成果実績は成果目標に見合ったものとなっているか ○
成果目標とほぼ同等以上の成果実績となっていることか
ら、妥当と考える。

支出にあたり、拠出先と使途等について協議を行い、限
定している。

外務省

事業名

228

所管府省・部局名 事業番号

○

836

平成24年度

外務省の当該基金は、途上国におけるエイズ・結核・マラ
リアの予防、治療、ケア等の対策を資金支援し、官民の
パートナーシップにより、途上国の保健改善と開発並びに
貧困削減に貢献することを目的としている。
　一方、世界保健機関等拠出金は、世界保健機関（WHO)
及び国際合同エイズ計画（UNAIDS）を通じ、国際保健分
野における諸課題への取組を強化することを目的として
いる。その事業範囲は感染症対策のみならず、母子保健
や食品安全なども含む幅広いものとなっており、また、事
業対象地域も途上国だけではなく、世界的な規模となって
いる点で基金とは異なる。

事業実施に当たって他の手段・方法等が考えられる場合、それと比較してより効果
的あるいは低コストで実施できているか。

○

‐

○

事
業
の
効
率
性

その他コスト削減や効率化に向けた工夫は行われているか ‐

整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

評　価項　　目

国際保健分野における専門機関への支出であり、成果の
達成度も向上しているため、実効性が高いと考えられる。

過去の実績を考慮すると、活動実績は見込みとほぼ同値
であり、見合ったものと言うことができる。

本事業による成果物は、国際保健分野における諸問題の
解決に広く活用されている。

-

○

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

国際機関を通じた国際貢献であり、国民のニーズがあり、
国費を投入しなければ達成できないと考えられる。

国際機関への資金拠出は、主に国が実施すべき事業で
あると考えられる。

○

○

○

‐

関連する過去のレビューシートの事業番号

平成26年度の成果実績や活動実績は現在集計中であるが、過去の実績を踏まえると、世界保健機関（WHO)などを通じ、感染症対策やエイ
ズ対策などの国際保健分野における諸課題への取組強化に向けて、我が国は大きな役割を果たしていると考えられる。

点
検
・
改
善
結
果

備考

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

行政事業レビュー推進チームの所見

平成26年度

点検結果

資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

不用率が大きい場合、その理由は妥当か。（理由を右に記載）

単位当たりコスト等の水準は妥当か。

国際機関を通じた国際貢献であり、優先度が高いと考え
られる。

毎年WHOから会計報告を受領し、適正な執行を行ってい
ることを確認している。また、単位当たりコスト削減に今後
も努めることとする。

-

事業の目的は国民や社会のニーズを的確に反映しているか。

関連する事業がある場合、他部局・他府省等と適切な役割分担を行っているか。（役
割分担の具体的な内容を各事業の右に記載）

○

‐

444平成22年度

平成25年度

活動実績は見込みに見合ったものであるか。

834

834

地方自治体、民間等に委ねることができない事業なのか。

政策目的の達成手段として必要かつ適切な事業か。政策体系の中で優先度の高い
事業か。

競争性が確保されているなど支出先の選定は妥当か。　

平成23年度 502

受益者との負担関係は妥当であるか。

○

外部有識者の所見

改善の
方向性

国際機関からの事業報告や総会・理事会等への出席を通し、国際社会への影響や国内施策への有効性といった観点から、①事業目的の
達成状況、②拠出金の執行状況について調査・分析を行うこととしている。

-

-

-

国
費
投
入
の
必

要
性

事業所管部局による点検・改善



※平成26年度実績を記入。執行実績がない新規事業、新規要求事業については現時点で予定やイメージを記入。

資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）
（単位：百万

円）



支出先上位１０者リスト
A.

B

拠出金
世界保健機関の実施する感染症対策事業
等に対する拠出

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額
が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

A.世界保健機関（ＷＨＯ） Ｅ.

金　額
(百万円）

費　目 使　途費　目 使　途

688

金　額
(百万円）

B.国連合同エイズ計画（UNAIDS) F.

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

拠出金
国連合同エイズ計画の実施するエイズ対策
に対する拠出

119

計 688 計 0

計 119 計 0

3

1 世界保健機関（WHO) 世界保健機関の実施する感染症対策事業等に対する拠出である。 688 - -

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

2

6

7

4

5

8

9

10

2

3

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 国連合同エイズ計画（UNAIDS)国連合同エイズ計画の実施するエイズ対策に対する拠出である。 119 - -

6

7

4

5

10

8

9


